
ICHTHY
ISSN 2435-7715

Natural History of Fishes of Japan

Ichthy, Nat. Hist. Fish. Jpn.

https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/ichthy/articles.html
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ichthy/-char/jaedited and published by the Kagoshima University Museum

ORIGINAL RESEARCH ARTICLE

Ichthy 58 ǀ 2025 ǀ 67

三浦半島から得られた北限記録のイッテンチョウチョウウオとシマハタタテダイ

宮野功暉 1・中江雅典 2, 3

Two chaetodontid species, Chaetodon unimaculatus (Bloch, 
1787) and Heniochus singularius (Smith and Radcliffe, 1911), 
were collected from the Miura Peninsula, Kanagawa Prefec-
ture, Japan. Because the previous northernmost records of both 
species were from the Izu Peninsula, Shizuoka Prefecture, the 
present specimens represent the first specimen-based records 
from Kanagawa Prefecture and the northernmost records for the 
species.
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 Abstract

三浦半島は神奈川県の南東部に位置し，東側に東京湾

を，西側に相模湾を望む（山田・工藤，2001: fig. 1）．同

半島は沖合を流れる黒潮の影響を強く受けるため（工藤ほ

か，1992），その沿岸域には黒潮によって運ばれたチョウ

チョウウオ科などの南方系魚類が多く出現することが知ら

れる（例えば，本田ほか，2024）．

チョウチョウウオ科は，口が著しく小さい，体が側扁

し体高が高い，背鰭が 1基で背鰭棘数が 6–16などの特徴

を有することによって特徴づけられ，主に熱帯から亜熱帯

の岩礁やサンゴ礁域に生息する（Burgess, 1978）．日本国

内からは 8属 52種が知られており（本村，2025），そのう

ち三浦半島沿岸域からは4属26種が記録されている（山田，

1993；島田，2013；工藤ほか，2022；本村，2025）．

2023年 8月から 9月に第 1著者が行った三浦半島での

魚類相調査により，イッテンチョウチョウウオ Chaetodon 

unimaculatus (Bloch, 1787)とシマハタタテダイ Heniochus 

singularius (Smith and Radcliffe, 1911)が採集された．この

2種は日本国内において，これまで本州南部から九州の

太平洋沿岸および琉球列島などからの記録があり（島田，

2013；本村，2025），静岡県の伊豆半島が出現記録の北限

であった（伊藤，2019）．したがって，本研究で得られた

標本は，これら 2種の神奈川県における標本に基づく初め

ての記録であるとともに，2種の北限記録を更新するもの

であるため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Pyle and Kosaki (2016)にした

がった．計測はノギスを用いて 0.1 mm単位で行った．標

準体長は体長または SLと表記し，計測値は体長に対する

百分率で示した．鱗の観察にはサイアニンブルー溶液を

用いた．脊椎骨の計数には軟 X線撮影装置を用いた．生

鮮時の体色の記載は採集時に撮影されたカラー写真に基づ

き，情報が不足した箇所については固定前に撮影されたカ

ラー写真で補足した．色彩の名称は主に財団法人日本色彩

研究所（1999）に準拠した．本研究に用いた標本は国立科

学博物館（NSMT）に登録・保管されている．

Chaetodon unimaculatus (Bloch, 1787)

イッテンチョウチョウウオ
（Fig. 1; Table 1）

標本　NSMT-P 148296，体長 45.2 mm，神奈川県三浦市

三崎町浜諸磯，2023年 8月 19日，宮野功暉採集．

記載　計数形質と計測値を Table 1に示した．体は側扁

し，体高が高い．体の輪郭は側面からみてほぼ円形を呈す

る．体背縁は吻端から背鰭起部にかけて著しく上昇し，前

鼻孔の前方で凹み，眼の斜め前方で膨らむ．その後，背鰭

第 10棘基部まで緩やかに上昇し，そこから背鰭基底後端

にかけて下降する．体腹縁は下顎後端付近で凹み，臀鰭起

部まで膨らみながら下降し，そこから臀鰭基底後端にかけ

て著しく上昇する．口は小さく端位．吻は突出し，吻長が
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頭長の 33.1%．背鰭は起部が鰓孔上端部直上のやや前方に

位置し，基底後端が臀鰭基底後端の直上に位置する．背

鰭棘は第 1棘が最も短く，第 5棘が最も長い．背鰭棘部の

鰭膜は前方のものほど深く切れ込む．背鰭軟条部は縁辺の

輪郭が円みを帯び，後方の軟条ほど短い．胸鰭基底は上端

が鰓蓋後端の直下および背鰭第 3棘基部のほぼ直下に位置

し，下端が背鰭第 4棘基部のほぼ直下に位置する．胸鰭後

端は背鰭第 9棘基部直下に達する．腹鰭基底は前端が胸鰭

基底前端直下に位置し，後端が背鰭第 4棘基部直下に位置

する．腹鰭は第 2軟条が最も長い．臀鰭起部は背鰭第 8棘

基部のほぼ直下に位置する．臀鰭棘は第 1棘が最も短く，

第 2棘が最も長い．臀鰭軟条部は縁辺の輪郭が円みを帯び，

第 5軟条が最も長い．尾鰭後縁は丸みを帯びる．側線は上

方に弧を描き，体背部の黒色斑のほぼ中央を通り，背鰭基

底後端付近で終わる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―頭部と体の地色は白色

で，背部は鮮やかな黄色．背鰭，腹鰭および臀鰭も体背部

と同様に鮮やかな黄色．背鰭の第 8棘基部から第 1軟条基

部下の体背部に白色で縁どられた大きな黒色斑が 1個あ

る．黒色斑より前方の体側上半部には濃い黄色の細い斜帯

が 7本ある．頭部には項部から胸部にかけて眼を通過する

太い黒色横帯があり，その最大幅は眼径とほぼ等しい．左

右の黒色帯は背側と腹側でつながる．背鰭と臀鰭の軟条部

の縁辺は白色で細く縁どられる．白色縁の内側に黒色域が

あり，後方に向かうにつれて太くなり，尾柄の黒色横帯と

連なり黒色帯をなす．胸鰭と尾鰭は半透明の白色．

固定後の体色―体の地色は薄い黄色から鈍い黄色．頭

部の横帯，背鰭と臀鰭の後縁および尾柄をはしる 1本の横

帯，および体側の大きな斑は暗い焦げ茶色．体側前方上半

部の細い斜帯は灰みの茶色．背鰭の第 2棘基部から第 14

軟条基部付近および臀鰭の第 2棘基部から第 12軟条基部

付近は浅黄色．背鰭と臀鰭のその他の部位および腹鰭は灰

みの白色．胸鰭は半透明．尾鰭は基底から中程にかけて灰

みの白色で，後方が半透明であり，後縁がやや薄い焦げ茶

色．

分布　東インド・西太平洋の熱帯から亜熱帯域および
ガラパゴス諸島に分布する（Pyle, 2001; Allen and Erdmann 

2012；島田，2013）．日本では南日本の太平洋側に分布し，

八丈島，小笠原諸島，北硫黄島，南大東島，沖縄島，与論島，

沖永良部島，奄美大島，トカラ列島，屋久島，鹿児島県桜島，

宮崎県南部，熊本県天草，高知県柏島，和歌山県白浜・串

本，伊豆半島田子などからの記録がある（島田，2013；藤原，

2019；伊藤，2019; Motomura and Uehara, 2020; Koeda et al., 

2020）．本研究によって，三浦半島南西部（神奈川県三浦市）

からも記録された．

備考　記載標本は，背鰭が 13棘 22軟条であること，

臀鰭が 3棘 19軟条であること，体側に白く縁取られる大

きな黒色斑があること，側線が体側の大黒色斑のほぼ中央

を通り背鰭基底後端付近で終わること，背鰭と臀鰭の後

縁および尾柄に 1本の黒色横帯があることなどが Burgess 

(1978)，Pyle (2001)および島田（2013）が示したイッテンチョ

ウチョウウオ Chaetodon unimaculatusの特徴と一致したこ

とから本種に同定された．

工藤・山田（2011）は三浦市三崎町油壷産の標本をイッ

テンチョウチョウウオとして報告し，これが本種の三浦半

島からの唯一の記録かつ本種の北限記録であった．しか

し，工藤・山田（2011: fig. 2-9）に掲載された写真の個体は，

頭部の黒色帯が比較的細く，眼を通過する箇所での黒色帯

の幅が眼径より狭い（vs. イッテンチョウチョウウオでは

眼を通る黒色帯の幅が眼径と同等か広い），頭部，胸部お

よび腹部が黄色である（vs. 白色），体側の黒色斑が白く縁

取られない（vs. 白く縁取られる），尾柄に黒色横帯がない

（vs. 黒色横帯がある）などの特徴をもつ．これらの特徴は

Burgess (1978)，Pyle (2001)および島田（2013）が示した

トノサマダイ Chaetodon speculum (Cuvier, 1831)の特徴とよ

Fig. 1. Living individual (A) and fresh specimen (B) of Cha-
etodon unimaculatus (NSMT-P 148296, 45.2 mm SL) from 
the Miura Peninsula, Kanagawa Prefecture, Japan (right side 
reversed in A).



Ichthy 58 ǀ 2025 ǀ 69

Miyano and Nakae — Two butterflyfishes from Kanagawa Prefecture

く一致したので，工藤・山田（2011）の個体はイッテンチョ

ウチョウウオではなくトノサマダイに再同定された．した

がって，本研究により三浦市三崎町浜諸磯で採集された標

本は，標本に基づく神奈川県からのイッテンチョウチョウ

ウオの初記録であると同時に，本種の分布の北限記録を更

新する．

Heniochus singularius (Smith and Radcliffe, 1911)

シマハタタテダイ
（Fig. 2; Table 1）

標本　NSMT-P 148667，体長 33.9mm，神奈川県横須賀

市長井荒崎，2023年 9月 23日，宮野功暉採集．

記載　計数形質・計測値をTable 1に示した．体は側扁し，

体高が高い．体背縁は吻端から背鰭第 1棘起部にかけて著

しく上昇した後，背鰭第 7棘基部付近まで緩やかに下降

し，背鰭基底後端にかけて著しく下降する．体腹縁は下顎

先端から腹鰭基底までやや膨らみながら下降し，そこから

臀鰭起部までわずかに凹みながら下降した後，臀鰭基底後

端にかけて著しく上昇する．吻はやや尖り，吻長は頭長の

34.9%．背鰭は起部が鰓孔上端部直上のやや前方に位置し，

基底後端が臀鰭基底後端のほぼ直上に位置する．背鰭第 4

棘が著しく伸長し，その長さは最短である背鰭第 1棘の約

6.3倍．背鰭軟条部縁辺の輪郭は円みを帯びる．背鰭軟条

は第 13軟条が最も長く，そこから後方にかけて短くなる．

胸鰭基底は前端が鰓蓋後端直下よりも後方かつ背鰭第 3棘

基部のほぼ直下に位置し，後端が背鰭第 4棘基部のほぼ直

下に位置する．胸鰭後端は臀鰭起部直上に達する．腹鰭基

底は前端が胸鰭基底前端直下に位置し，後端が背鰭第 5棘

基部直下に位置する．腹鰭は第 2軟条が最も長い．臀鰭起

部は背鰭第 12棘基部の直下より後方に位置する．臀鰭は

第 1棘が最も短く，第 2棘が最も長い．臀鰭軟条は第 6軟

条が最も長く，そこから後方にかけて短くなる．尾鰭は後

縁が丸みを帯びる．側線は上方に大きな弧を描き，尾鰭基

底付近に達する．

色彩　生鮮時の体色―頭部と体部は白色を基調とする．

吻端と両顎は口唇の先端（白色）を除き黒色．眼上部から

眼を経由し喉部の腹縁に達する黒色横帯があり，左右の横

帯は背側と腹側でつながる．頭頂部から背鰭第 2棘基部に

かけて始まる幅広い黒色帯は，鰓蓋後半と胸部を通り，腹

鰭起部から腹鰭基底後端と臀鰭起部のほぼ中間点の腹縁ま

で達する．背鰭第 6–12棘基部から臀鰭軟条部に達する幅

広い黒色帯がある．背鰭は第 1–2棘が黒色で，第 3–5棘が

明るい白色，第 6棘以後の棘と軟条部下部にかけて山吹色

地に微小黒斑が密に広がり，軟条部上部では薄い山吹色を

呈する．胸鰭は黄色みがかった透明．腹鰭は黒色．臀鰭は

棘部から第 3軟条付近まで青みがかった暗い灰色であり，

他は黒色．尾鰭は基底付近では黄色地に微小黒斑が密に広

がり，後方に向かって黄色の半透明となる．

固定後の体色―体の地色はベージュから黄土色．吻端

と両顎および喉部はやや濃い焦げ茶色．眼と胸鰭をそれぞ

れ通るやや斜めの横帯および体後半の斜帯は焦げ茶色．背

鰭第 1–3棘およびそれらの鰭膜は焦げ茶色．背鰭第 4–6棘

とそれらの鰭膜は黄土色から焦げ茶色．背鰭第 7–12棘お

よび背鰭軟条部の下半は暗いベージュであり，背鰭軟条部

の上半は白い半透明．胸鰭は白みがかった半透明．腹鰭は

濃い焦げ茶色．臀鰭の棘とそれらの鰭膜は暗い黄褐色で，

軟条部は焦げ茶色．尾鰭は基底が暗いベージュで，後方へ

向かい白みがかった半透明になる．

分布　東インド・西太平洋の熱帯から亜熱帯域にか
けて分布し（Pyle, 2001; Allen and Erdmann, 2012；島田，

Table 1. Counts and measurements of Chaetodon unimaculatus 
and Heniochus singularius from Kanagawa Prefecture, Japan.

C. unimaculatus 
NSMT-P 
148296

H. singularius 
NSMT-P 
148667

Standard length (SL; mm) 45.2 33.9
Counts 　 　
Dorsal-fin rays XIII, 22 XII, 27
Anal-fin rays III, 19 III, 17
Pectoral-fin rays (left/right) 14/15 15/15
Caudal-fin rays 21 20
Pored lateral-line scales 38 51
Dorsal scale rows 7 9
Ventral scale rows 18 25
Gill rakers on 1st arch 5 + 11 5 + 13
Vertebrae 10 + 14 = 

24
10 + 14 = 

24
Measurements (% of SL)
Head length 32.7 36.3
Body depth 66.4 67.6
Body width 15.0 11.2
Snout length 10.8 12.7
Predorsal length 41.4 39.8
Preanal length 64.2 80.5
Dorsal-fin base length 75.9 71.1
Anal-fin base length 42.9 34.8
Orbit diameter 12.4 14.7
Interorbital width 11.7 10.0
Caudal-peduncle depth 11.9 10.6
Pelvic-fin spine length 28.1 36.9
1st pelvic-fin soft ray length 20.6 23.0
1st dorsal-fin spine length 9.7 5.0
2nd dorsal-fin spine length 15.9 8.6
3rd dorsal-fin spine length 21.5 14.2
4th dorsal-fin spine length 21.9 31.3
5th dorsal-fin spine length 22.6 26.8
Last dorsal-fin spine length 21.9 20.9
Longest dorsal-fin soft ray length 24.1 21.2
1st anal-fin spine length 12.8 11.8
2nd anal-fin spine length 20.4 18.3
3rd anal-fin spine length 17.9 22.7
Longest anal-fin soft ray length 23.9 32.7
Caudal-fin length 21.2 23.0
Pectoral-fin length 29.6 33.0
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2013），日本では八丈島，南大東島，与那国島，沖縄島以

南の琉球列島，沖永良部島，奄美大島，トカラ列島，口永

良部島，屋久島，種子島，宮崎県，佐賀県北部，愛媛県愛南，

高知県柏島，和歌山県串本，静岡県沼津市大瀬崎などから

記録されている（島田，2013；伊藤・松嵜，2014; Koeda 

et al., 2016; Iwatsuki et al., 2017；木村ほか，2017; Nakae et 

al., 2018；伊藤，2019；藤原，2019; Motomura and Uehara, 

2020; Motomura, 2023）．本研究によって，三浦半島南西部

（神奈川県横須賀市）からも記録された．

備考　本研究で用いた個体は，背鰭が 12棘 27軟条で

あること，臀鰭が 3棘 17軟条であること，背鰭第 4棘が

伸長すること，側線が尾鰭基底付近に達すること，吻端が

黒いこと，眼を通る黒色帯が頭部腹面まで達することなど

が Burgess (1978)，Pyle (2001)および島田（2013）が示し

た Heniochus singulariusの特徴と一致したことから本種に

同定された．

本種は相模湾にも出現するとされている（島田，2013；

本田ほか，2024）．ただし，島田（2013）は神奈川県葉

山町一色芝崎で撮影された幼魚の写真記録（KPM-NR 

80248）に基づくものであり（島田和彦氏，私信），本田ほ

か（2024）は松岡（1972）の伊豆半島南東部の静岡県下田

市白浜の竜宮島付近で採集された個体に基づくものであ

る．駿河湾では，伊豆半島の沼津市大瀬崎からの写真に基

づく記録がある（伊藤，2019）．よって，標本に基づく本

種の従来の北限記録は下田市白浜の竜宮島付近であり，三

浦半島南西部（神奈川県横須賀市）で採集された本研究の

標本は本種の標本に基づく北限記録であると同時に，神奈

川県からの初記録となる．
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